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平成２９年度全国学力・学習状況調査における萩市の結果概要について 

 

萩市教育委員会  

１ 調査の概要     

（１）目的 

 ・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）実施期日 

  平成２９年４月１８日（火） 

 

（３）調査対象 

  小学校第６学年児童、中学校第３学年生徒 

                  

（４）調査の内容 

 ① 教科に関する調査 （国語、算数・数学） 

  ・問題 A ・・・・主として「知識」に関する調査 

  ・問題 B ・・・・主として「活用」に関する調査 

 

 ② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

  イ 学校に対する調査（学校質問紙） 

 

 ＊調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「平成29年度全国学力・学習状況調査の調査問題に

ついて」（URL http://www.nier.go.jp/17chousa/17chousa.htm）で閲覧することができます。 

 

２ 教科に関する結果 

【萩市と全国の各教科平均正答率の比較】 

 

 次のグラフは、全国の平均正答率を１００として、各教科における本市と山口県の結果をグラフ

で表したものです。    

  

 

 

 

 

 

 

     

 

           

 

小学校では、全国平均正答率及び

県平均正答率と比較すると、国語Ａ

で全国平均を上回り、国語Ｂは全国

平均とほぼ同じ、算数Ａ・Ｂは全国

平均を下回っている。特に、算数Ｂ

において課題が見られる。 
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【各教科に見られる成果と課題】 

●小学校               〇：相当数の児童ができている点 △：特に課題がみられる点 

【国語】                  

〇第５学年までに学習した漢字を読むこと  

〇ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いること 

△漢字を正しく書くこと  

△目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くこと 

△自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること 

△物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめること 

 

【算数】 

〇具体的な問題場面において、乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解すること 

〇小数の乗法の計算において、乗数を整数に置き換えて考えるときの、乗法の性質を理解

していること 

〇示された考えを解釈し、数を変更した場合も同じ関係が成り立つことを図に表現するこ

と 

△資料から、二次元表の合計欄に入る数を求めることができること 

△直線の数とその間の関係に着目して、示された方法を問題場面に適用すること 

△身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量に近いものを判断し、その判断の

理由を言葉や式を用いて記述すること 

 

●中学校                〇相当数の生徒ができている点 △特に課題がみられる点 

【国語】                   

〇文脈に即して漢字を正しく読むこと 

〇語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと 

〇目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと 

△事象や行為などを表す多様な語句について理解すること 

△表現の仕方について捉え、自分の考えを書くこと 

 

【数学】 

〇実生活の場面において、ある数量が正の数と負の数で表されることを理解すること 

〇平行移動した図形をかくことができること 

〇円錐が回転体としてどのように構成されているかを理解していること 

〇与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ること 

△用語の意味を理解すること 

△事象や関係などを的確に捉え、理由や方法を数学的な表現を用いて説明すること 

中学校では、国語Ａ・Ｂ、数学Ａ

・Ｂのすべてにおいて、全国平均正

答率及び県平均正答率を上回る結果

となっている。 
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 「特に課題がみられる点（△）」について、萩市の傾向や授業改善及び家庭学習のポイント

をまとめました。 

●小学校 国語            A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題 

△漢字を正しく書くこと：国語Ａ７(1)    【平均正答率 36.9％】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること：Ｂ３二 【29.0％】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他の漢字を書く問題に比べて、正答率が低くなって

います。「対」「象」どちらも間違っている児童が約

26％でした。 

【学習のポイント】 
 学年別漢字配当表に示されている漢字を、

各学年において正しく読んだり書いたりし、

各教科等や日常生活で使用する文や文章の中

で適切に使うことができるように指導するこ

とが重要です。そのためには、学習した漢字

を繰り返し書いて練習することのみならず、

様々な場面で、漢字のもつ意味を考えながら

、実際に文や文章の中で正しく使うことがで

きるように学習することが大切です。 

【正答】 

  対象 

【正答】 ア：１ イ：４  

 イに4と解答しているが、アに1と解

答していない児童が約45％でした。 

【学習のポイント】 
 各自が考えたことが、どのように共通していたり相違していたりしているのかなどを明らかにしな

がら交流する機会を設定することが大切です。その時、「どこからそう思うの」「〇〇さんの言いた

いことはそういうことなの」と質問するなど互いに補完し合うことによって、自分の考えを広げたり

深めたりすることができるように指導することが考えられます。 
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●小学校 算数            A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題 

△資料から、二次元表の合計欄に入る数を求めることができること：Ａ９(2) 【53.2％】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量に近いものを判断し、その判断の

理由を言葉や式を用いて記述すること：Ｂ２（３）   【6.9％】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 「26」と解答した児童が16％でし

た。「家でイヌやネコを飼っているか

どうか」を調査した人数の「13」を

2回たしていると考えられます。 

【正答】１３ 

【学習のポイント】 
 二次元表の合計欄の数値と調査した

人数を比較する場を設けることが考え

られます。その際、合計欄の数値を26

にした場合を取り上げて、そのように

判断した理由について話合い、合計欄

に入る数値が調査した人数と一致する

ことを確認することが大切です。 

【正答例】 

番号：１ 

 わけ：最大の満月の直径は20×1.14＝22.8で、 

22.8mmです。 

100円玉の直径との差は22.8－22.6＝0.2で、 

0.2mmです。 

500円玉の直径との差は26.5－22.8＝3.7で、 

3.7mmです。 

100円玉の直径との差のほうが小さいので、100 

円玉の方が近いです。 

 無解答率が約１６％でした。この問題以外でも、

理由や方法を説明する問題の無解答率は、全国平均

と比べて高い傾向にあります。 

【学習のポイント】 
 一文にたくさんの情報が書かれているを読み取る力が問われています。指導にあたっては、「最小の

満月の半径」を１円玉の直径に置き換えていること、さらに、１円玉の直径が基準量であることを捉え

、「最小の満月の直径」を基にして１４％長くなっている「最大の満月の直径」が比較量であることを

確認する活動が考えられます。また、基準量・比較量・割合の関係を図を基に説明する活動を仕組むこ

とも大切です。 
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●中学校 国語            A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題 

△事象や行為などを表す多様な語句について理解すること：Ｂ９五   【36.5％】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△表現の仕方について捉え、自分の考えを書くこと：Ｂ１三 【46.0％】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答の条件】次の①②③の条件を満たして解答している。 

 ①〈心に残った一文〉に【本の一部】から比喩を用いた表

現が含まれる一文を抜き出して書いている。 

 ②〈感想〉に、①で取り上げた表現について「誰（何）」

の「どのような」様子なのかを明確にして書いている。 

 ③〈感想〉に、①で取り上げた表現について、感じたこと

や考えたことを具体的に書いている。 

 誤答では、特に①の条件を満たさないで解

答しているものが、②または③を満たさない

ものより多くありました。 

【学校や家庭では…】 
学校生活の中での話合いなど具体的な場面を想定

し、その場の状況に応じた適切な言葉について考

える学習活動が考えられます。また、各教科等の

学習や読書活動をする中で出会った多様な語句を

取り上げて指導することも効果的です。   

 平均正答率約５８％であり、誤答

としては、【図鑑の説明】を適切に

取り上げたり、【物語の一部】と適

切に結び付けたりできなかったもの

が見られます。また、無解答が約２

３％もある等の課題が見られます。 

【学習のポイント】 
 文学的な文章を読んで、感じたことや考えたことなどについて交流することは、自分のものの見方や

考え方を広げたり、読書の楽しさを味わったりする上で重要です。例えば、印象に残った場面や描写を

取り上げ、なぜその場面や描写が印象に残ったのかを具体的に説明する学習活動が有効であると言えま

す。その際、比喩や反復などの表現の技法についての知識を生かすなど、これまでの学習を踏まえた指

導をすることも大切です。 

【正答例】  再検討、保留 
「今回は結論がでなかったので、あとでもう一度話し合う」

という意味の言葉を、漢字３字以内で書きなさい。 

 3字以内という条件は満たしているものの、状況

にあった適切な言葉を書くことができていない生

徒が半数以上いました。 
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●中学校 数学            A：主として「知識」に関する問題 B：主として「活用」に関する問題 

△用語の意味を理解すること： Ａ９ 【20.3％】   Ａ14(1) 【30.9％】   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△事象や関係などを的確に捉え、理由や方法を数学的な表現を用いて説明すること：Ｂ２(3) 

【14.1％】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】 ①面積 ②縦の長さ 

無解答が約１５％で、誤答の約２６％は、①に縦

の長さと解答し、②に面積と解答していました。

独立変数と従属変数の理解が十分ではないことが

わかります。 

【学習のポイント】 
 用語の意味を確認した上で、それを用いた問題を解くことが確かな理解につながります。例えば、

範囲の意味を理解できるようにするために、範囲とは、資料の最大値と最小値との差であることを確

認した上で資料の散らばりの程度を捉える活動を取り入れることが考えられます。 

【学習のポイント】 
 事柄の意味を事象に即して読み取り、読

み取った意味に基づいて、根拠を明確にし

て説明できるようにすることが大切です。

６や(n-1)などが何を意味しているのかを

読み取る場面を設定した上で、説明する活

動を仕組むことが考えられます。 

【正答】 １６ 

「40から56」と解答している生徒が約32％でし

た。数学用語としての「範囲」を日常用語として

の「範囲」と捉えていると考えられます。 

解答を書いているが、表現が不十分であ

ったり、説明の筋道が正しくなかったり

する解答が約66％でした。例えば、囲み

の個数を捉えることができなかったと考

えられます。 

【正答の条件】次の(a),(b),(c)について

記述しているもの 

(a)囲まれていないストローの本数が６本

あること 

(b)１つの囲みにストローが５本ありその

囲みが(n-1)個あること 

(c)必要なストローの本数は、囲まれてい

るストローの総数と囲まれていないス

トローの本数の和であること  
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３ 生活・学習状況に関する結果 

（１）児童生徒質問紙の結果（概要） 

①望ましい状況 

・「自分には良いところがあると思う」と回答した児童生徒の割合はどちらも約８０

％で、全国と比べて高い。また、「将来の夢や目標をもっている」と回答した児童

生徒の割合も全国と比べて高く、特に児童の割合は８５％を超えている。 

・地域の行事に参加したり、地域社会などでボランティア活動に参加したりする子ど

もの割合は全国と比べてかなり高い。 

・授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う子どもや、授業の最後に

学習内容を振り返る活動をよく行ったと思う子どもの割合は、全国と比べて高い。  

 

 ②課題が見られる状況 

・平日に１時間以上携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをす

る子どもの割合は、全国と比べて低いものの、増加傾向が見られる。 

・平日（学校の授業以外）や休日に１時間以上勉強する子どもの割合は増加傾向にあ

るものの、２時間以上勉強する子どもの割合は、全国と比べて低い。平日に読書を

する子どもの割合は、全国と比べて高いものの、「全くしない」と回答した子ども

の割合が、依然として高い傾向が見られる。 

 

（２）学校質問紙の結果（概要） 

・子どもに学級やグループでの話し合いや発言、活動の時間を確保した授業を行って

いる学校の割合は、全国と比べて高い。 

・学校全体の学力傾向と課題を教職員間で共有している学校や、全国学力・学習状況

調査と県独自の学力調査の結果を併せて分析し、教育指導の改善や指導計画への反

映を行っている学校の割合は、全国と比べて高い。また、分析結果について、近隣

等の小・中学校と成果や課題を共有した学校の割合も、全国と比べて高い。  

・調査結果を保護者や地域に対して公表・説明している学校や、学校支援ボランティ

アの仕組みにより保護者や地域の人たちが学校の教育活動等に参加する学校の割合

は、全国と比べて高く、増加傾向にある。地域等の外部資源を含めた人的・物的資

源を、教育内容と組み合わせて、指導計画を作成している学校の割合も、全国と比

べて高い。 

 

４ 今年度の成果と課題を踏まえた本市の取組 

（１）授業改善の継続と充実 

 ○小中学校全教職員に、「萩市重点取組事項チェックリスト」を配付し、見通しがもてるめ

あての提示、板書の工夫などの授業改善に取り組む。 

○年２回の検証改善サイクルにおいて、各校で具体的方策を共通理解し、全校で実践する。 

○学力向上推進リーダー・推進教員、英語教育推進教員の訪問日に校内研修を開催したり、

授業前の相談や教材研究を充実させたりすることにより、授業力向上を図る。 

○学習したことを繰り返したり確かめたりする時間や、学習したことを用いて他の課題や他

の場面に適用する時間を設定するなど、授業の中で習熟を図る時間を設定する。 

 

（２）家庭と連携した学習習慣づくり 

 ○各校から配布されている「家庭学習の手引き」等を参考に、家庭学習の習慣化を図る。 

 ○テレビやゲーム等のメディアの使用について見直し、家庭での読書活動も推進する。 


